
る
Q
　
（
菊
版
本
三
八
五
頁
、
索
引
一

山
五
十
銭
）
　
〔
林
屋
辰
三
郎
〕

幾
世
碍
嶺
の
儒
攣

一
頁
、
中
文
海
錨
膚
爽
行
、
野
駆
金
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
公
縫
宗
記
念
観
測
禽
隅
編

　
斯
交
魯
は
、
明
治
初
期
よ
り
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
儒
教
精
沸
の
毒
認
識

を
行
ふ
こ
と
に
於
て
、
」
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
衝
動
的
な
西
洋
文
化
の
許
容

に
…
封
し
て
は
、
　
一
つ
の
東
洋
的
な
反
省
と
制
働
の
役
割
…
を
果
し
て
蹴
た
の
は

人
の
認
む
る
所
で
あ
ら
う
。
本
書
は
そ
の
斯
…
文
愈
に
偉
功
あ
る
沈
思
徳
川
寡

達
筆
の
灘
宗
七
十
年
を
、
最
も
意
義
深
い
方
法
に
於
て
慶
醗
記
念
し
た
論
文

集
で
、
主
と
し
て
斯
文
脅
員
の
手
に
威
る
も
の
で
あ
る
○
本
書
編
纂
の
ほ
的

意
義
は
「
公
の
範
宗
の
功
績
を
顯
彰
す
る
所
以
な
る
と
共
に
、
又
實
に
現
代

臼
本
の
寸
地
を
明
確
に
す
る
葦
囲
」
（
同
謂
愈
長
坂
谷
芳
郎
男
「
序
㌧
で
あ
る
。

か
ら
で
あ
る
。
鷺
に
徳
川
公
を
就
賀
す
る
に
ふ
さ
は
し
い
記
念
…
出
版
物
た
る

・
に
止
ら
ず
、
現
今
し
き
り
に
嬢
亜
の
諾
問
題
が
．
原
理
的
に
問
は
れ
つ
覧
あ
る

時
に
當
っ
て
、
一
つ
の
大
い
な
る
六
輝
を
加
へ
た
も
の
と
云
は
な
け
れ
げ
な

る
蕪
い
。

　
本
書
に
就
い
て
は
甑
に
灘
後
和
男
氏
の
優
れ
た
紹
介
・
批
判
が
あ
る
が

碕
猷
胃
酸
濁
巣
學
』
郵
九
谷
錦
九
輪
）
煩
を
い
と
は
ず
、
少
し
く
氣
つ
い
た
黙

を
繍
…
足
し
つ
謡
撒
要
の
紹
介
を
載
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
X

　
西
十
八
騰
の
論
文
は
四
部
に
分
類
さ
れ
て
み
る
“
題
”
と
執
筆
者
の
芳
名

を
掲
げ
る
な
ら
ば
（
敷
写
略
）

緻…

_
（
「
墨
銀
」
井
上
訟
次
郎
）
：
・
：
《
擢
り
に
第
一
部
と
す
る
〕

徳
川
幕
府
と
儒
學
A
豪
殿
と
儒
讐
山
難
察
常
、
「
糾
吉
と
儒
學
」
加
藤
虎
之

　
亮
、
「
吉
宗
と
儒
學
」
革
野
穆
爽
郎
、
「
林
家
と
交
野
」
串
山
久
羅
郎
、
「
水

　
戸
學
（
初
期
ご
穗
川
慶
光
、
「
水
戸
學
（
後
期
ご
藤
澤
誠
、
「
松
単
完
儒
を
中

　
心
と
す
る
艦
圃
候
の
澱
〔
養
」
松
単
窟
〔
光
、
「
寛
敵
異
墨
’
の
禁
」
隙
鹸
橋
轍
次
、
「
婆
擢

　
宋
の
儒
…
學
」
芳
野
幹
一
、
「
婁
堂
と
昌
単
坂
學
壁
上
」
近
藤
正
治
、
一
，
紅
葉
山

　
文
蹴
丁
の
漕
…
革
」
濱
野
餓
三
郎
、
「
諸
天
僧
の
文
面
笛
一
般
」
大
江
義
脚
）
：
・
：
・
〔
踊
字
二

　
部
〕

鰍
…
家
の
腿
’
風
・
特
色
（
「
藤
原
機
窩
の
蟻
的
態
慶
」
太
碩
兵
三
郎
、
「
林
野
山
と

　
本
朝
遜
讐
前
野
滲
次
郎
、
「
藤
樹
と
蕃
山
」
柴
照
甚
五
郎
、
「
山
崎
闇
齋
と

．
煎
ハ
の
数
育
」
町
部
下
口
雄
　
、
「
肉
露
門
素
行
の
一
面
」
小
貝
島
円
氣
太
、
「
・
池
下
順
庵

　
と
卯
斜
非
一
白
石
」
澤
田
繍
四
面
、
「
伊
藤
仁
齋
の
一
考
察
」
字
・
野
哲
入
、
「
、
淺
見
綱

　
齋
の
大
義
名
分
論
」
坂
井
喚
三
、
「
室
鳩
艇
と
朱
子
學
」
鈴
木
直
治
、
「
荻
生

　
加
狙
嬢
呂
に
閣
撫
す
る
二
三
の
考
察
」
鱒
縞
谷
灘
、
「
三
田
翻
馬
立
附
図
の
牌
学
風
と
爾
…
豊
の
儒
…

　
學
』
両
瞬
購
倶
治
、
「
翻
井
準
淵
凹
の
隙
弔
徳
」
山
尚
魎
獄
爪
代
次
郎
、
「
佐
藤
…
、
一
齋
の
加
貌
憩
」

　
魯
竹
次
郎
、
「
韻
肉
陽
の
史
筆
」
朧
谷
温
）
…
…
〔
第
三
部
〕

｝准

ﾋ
福
褥
陣
ド
の
蝿
舶
…
…
四
題
（
「
瀬
見
浪
と
揺
…
照
ご
飯
島
忠
夫
、
「
儒
…
墨
’
と
陶
潔
久
…
学
と
の
闘
圃

　
係
」
久
馬
肥
…
縫
一
、
「
朔
潤
雌
堕
と
儒
齢
甲
と
の
山
田
渉
及
び
却
緑
府
の
欝
一
丸
…
目
撃
政
策
」
板

　
澤
武
礁
、
「
折
衷
概
括
」
佐
藤
文
四
郎
、
「
考
謹
學
概
就
」
申
山
久
四
郎
、
「
薩

　
摩
の
儒
皿
ご
山
田
琢
、
「
南
學
の
特
質
」
小
林
倍
閣
、
「
京
傭
の
學
」
中
山
久

　
四
郎
、
「
大
販
の
儒
學
し
藤
澤
章
次
郎
、
「
穂
川
時
代
の
漢
文
學
」
（
其
一
丈

　
章
）
佐
久
節
、
同
ハ
其
二
詩
）
荊
川
三
郎
、
観
（
其
三
、
亥
那
語
雌
二
支
那
俗

　
丈
蟻
）
齋
藤
護
一
、
「
江
戸
晴
代
儒
者
の
聾
し
高
野
繰
越
、
「
江
戸
時
代
の
．
篇

〈　L）S5　）

紹

介

藥
二
十
識
巷
　
第
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魏

一
二
九



紹

介

第
二
幸
鷹
巷
　
第
二
號

「
蕪
○

　
鐘
撃
と
癬
｝
樽
ご
瀧
繭
掘
一
、
「
菰
揖
’
時
代
の
孔
争
購
〃
建
蟷
隅
」
飯
田
囎
繍
賀
辮
馴
、
「
聡
…
門

　
心
學
に
就
い
て
」
蕪
坂
畜
三
、
「
，
卿
機
學
を
童
と
し
て
の
私
塾
」
質
回
成
田
忠
嵐
、

　
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
年
號
の
海
典
と
縄
蜘
冒
」
森
本
角
戴
、
　
「
漢
字
の
謎
解

　
と
校
勘
の
學
」
岡
北
月
慌
戯
n
、
「
、
江
戸
時
代
の
漢
吊
目
刊
行
㎏
濱
野
鍋
三
郎
、
「
H
門

　
馬
丁
掃
艦
掘
…
に
晶
晶
い
て
」
内
轡
∵
賞
獣
脂
）
：
：
：
〔
第
－
四
部
〕

　
本
書
を
通
艶
す
る
に
、
歴
史
的
解
明
に
於
て
峡
く
る
所
多
い
の
は
績
灘
の

賦
し
く
感
ず
る
所
で
あ
ら
う
㌣
叉
書
名
の
罰
す
如
き
『
透
世
艶
本
の
儒
學
臨
は

「
近
世
の
」
と
｛
，
躊
本
の
」
と
云
ふ
二
重
の
確
定
を
蓑
っ
て
を
る
匂
從
っ
て
こ
の

二
型
の
一
驚
如
何
な
る
所
に
近
世
的
性
絡
が
あ
り
、
父
如
何
に
し
て
議
世
を

指
…
導
し
た
か
9
．
醐
し
て
何
庭
に
H
本
的
な
様
梱
を
認
め
得
る
か
を
求
心
的
に

究
め
ん
と
す
る
意
識
が
常
に
働
く
の
で
な
く
て
は
、
そ
の
書
名
は
…
単
に
研
牧

論
文
の
B
坂
小
・
公
倍
数
的
な
〃
勲
購
に
絡
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
、
．
肥
後
氏

は
此
身
歴
史
的
耽
二
二
墓
誌
へ
の
考
察
の
不
十
分
と
、
世
界
的
哲
的
理
解
の

歓
乏
を
鋭
く
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
本
…
習
へ
の
最
愛
．
重
大
な
批
判
で
あ
る

と
同
時
に
、
か
へ
っ
て
未
だ
儒
教
の
歴
史
曲
學
的
研
究
に
多
く
の
業
硫
腿
を
示
し

て
み
な
い
歴
史
家
側
へ
の
要
請
と
鞭
櫨
の
言
葉
で
あ
る
と
考
へ
る
し
凡
そ
患

想
史
研
一
」
究
の
困
難
は
、
｛
η
づ
思
想
史
の
…
封
象
と
し
て
の
難
解
な
思
想
サ
で
の
3
も

の
の
的
確
な
理
解
を
第
一
と
し
、
同
税
に
思
想
が
歴
史
的
な
存
在
で
あ
る
以

上
歴
史
的
な
在
り
方
を
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
繍
に
あ
る
Q
硝
講
網
…
侯
っ
て

思
想
の
金
姿
を
鮮
明
に
な
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
學
酌
操
作
を
一
入
で

露
悪
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
Q
今
主
と
し
て
斯
交
署
長
の
手

に
成
る
本
嘗
は
、
そ
の
方
法
に
於
て
雨
者
に
偏
黙
す
る
こ
と
は
巳
む
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
再
び
歴
炎
的
研
究
の
不
在
を
責
む
る
こ
と
を
や
め
て

本
圃
肖
臼
．
納
臨
に
於
て
サ
で
の
綴
億
鏑
何
∵
か
哺
囲
は
，
れ
な
け
れ
げ
…
な
る
ま
い
う

　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
F

　
先
づ
編
纂
の
方
法
が
非
常
に
優
れ
て
み
る
の
に
敬
服
の
外
ほ
な
い
リ
唯
少

し
く
言
を
挾
む
な
ら
ば
、
白
石
は
逆
説
な
儒
者
、
麟
・
纒
學
者
と
し
て
〔
第
．
．
、

部
〕
に
人
れ
る
よ
り
は
、
〔
第
陰
部
〕
に
於
て
定
信
と
比
較
さ
れ
つ
＼
ソ
て
の

嬬
學
的
教
養
が
、
幕
府
常
識
表
・
敬
治
家
と
し
て
の
顕
に
如
何
様
に
働
い
た

か
ぐ
問
題
に
さ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
く
〔
第
一
一
．
都
）
に
於
て
は
極
め

〆」

寛
h
限
さ
れ
た
紙
型
過
に
、
心
当
協
の
ム
激
禰
を
彊
ふ
．
な
ら
一
は
、
か
へ
っ
一
」
り
て
の
特
色

を
見
失
ふ
催
れ
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
か
、
執
筆
者
の
大
部
分
は
、
最
初

か
ら
軍
馬
の
特
色
と
考
へ
ら
れ
る
繍
を
艶
へ
て
、
矯
風
を
浮
び
し
ら
せ
や
う

と
努
め
た
の
は
、
戚
功
で
あ
っ
た
と
患
は
れ
る
，
〔
第
四
部
〕
で
は
黄
道
∴
閣

文
墨
掌
典
學
以
外
に
儒
教
と
塞
瞥
教
及
び
佛
教
に
間
す
る
電
要
な
問
題
に
漁

れ
て
み
な
い
の
も
、
儒
教
の
田
心
想
的
な
懸
賞
を
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己

れ
黒
身
の
特
質
を
…
明
か
な
ら
し
む
る
上
に
不
可
酸
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
惜

し
い
と
思
は
れ
る
．
ワ
そ
れ
は
儒
教
が
敷
樫
に
か
ら
ん
で
み
る
の
に
便
藥
し
て

箪
に
政
治
の
命
ず
る
思
想
謝
霊
的
な
見
地
か
ら
の
み
佛
教
や
粟
督
教
と
の
關

係
を
取
扱
は
れ
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
思
惣
自
．
髄
が
強
烈
に
自
．
己
を
主
襲
し

て
内
燃
す
る
耀
と
媚
の
強
さ
を
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
．
、

　
爾
各
儒
の
鞭
者
散
R
を
列
墨
し
又
解
題
を
附
し
た
論
文
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
我
々
が
別
に
『
簿
蓮
沼
覧
臨
そ
の
他
の
解
題
書
を
廃
右
に
す
れ
ば
足
り

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
よ
0
は
各
簾
に
…
愛
車
る
明
治
以
後
の
優
れ
た
論
著
を

《
、
考
文
獄
と
し
て
列
強
す
れ
ば
、
謡
講
に
毒
す
る
先
八
の
諸
獅
作
が
本
書
に

鯨
加
し
て
出
版
の
意
義
を
潔
め
、
見
つ
本
瀕
目
の
利
絹
慣
値
を
倍
せ
し
め
た
で

　　LS6c
、　　　　　ノ



あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

肥
後
氏
は
…
、
水
戸
學
（
願
期
ご
、
…
、
窒
鳩
集
と
丁
子
準
」
、
「
．
．
，
荻
生
組
孫
に
於

け
る
．
、
．
．
．
の
考
察
」
、
「
江
戸
月
代
孔
子
廟
窺
庫
、
、
」
、
「
徳
川
時
代
の
漢
交
声
（
共

三
選
支
郷
．
蟻
麦
郷
交
學
」
等
絵
、
編
と
注
擬
す
べ
き
姑
を
朔
快
に
指
摘
し

つ
㌧
賞
揚
せ
ら
れ
た
が
、
獅
敏
篇
を
附
加
す
．
る
こ
と
を
蒔
し
て
頂
・
・
、
薯
た
、
、

幕
末
捧
尾
の
明
君
と
云
ほ
れ
た
吉
宗
の
．
孜
治
が
、
如
何
に
儒
學
に
．
惣
ハ
ふ
所

多
い
か
を
詳
細
に
灘
．
ぜ
ら
れ
た
㎝
、
書
癖
と
．
漏
學
」
ほ
、
政
治
と
學
問
の
黒
鍵
を

考
ふ
る
上
に
示
唆
多
い
も
の
で
あ
ら
う
、
併
し
そ
れ
に
も
狗
ら
ず
侮
故
に
儒

學
が
吉
銀
を
界
と
し
て
政
治
か
ら
贈
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
か
が
次
に

來
る
問
題
一
、
に
あ
り
う
㎏

　
後
期
水
戸
學
の
中
心
思
想
を
正
4
3
ふ
し
義
か
ら
ー
ー
．
締
一
致
の
道
が
如
何
に
し

て
菰
遣
館
山
－
に
迄
獲
浸
し
た
か
を
糠
沢
に
握
え
た
一
浪
氏
の
．
翠
へ
も
、
蔚

欄
驚
小
匠
戸
籍
と
併
せ
て
只
ハ
味
深
い
・
も
の
で
轟
め
る

　
次
に
、
篤
信
の
許
に
縄
費
し
た
書
簡
『
磨
、
飼
集
』
に
叛
2
r
L
、
　
定
信
兼
び

に
諸
侯
の
撃
開
的
凌
養
華
．
」
測
か
に
せ
ん
と
移
臨
み
ら
れ
た
秘
木
筆
の
山
ズ
は
無

二
表
の
糞
溜
を
公
開
せ
ら
れ
た
織
の
み
に
於
て
鵡
責
．
鼠
た
る
も
の
で
あ
．
る
が

一、

ｻ
の
取
扱
ふ
時
代
埋
念
を
確
實
に
把
昼
す
る
こ
と
云
無
二
，
．
畔
代
と
人
と
を

宥
検
的
に
把
翻
せ
ん
と
ナ
る
意
企
一
を
買
い
て
跡
代
と
人
と
の
相
獅
鵬
係
に

訟
き
及
ば
れ
た
な
ら
ば
、
…
ほ
猷
の
垂
み
を
加
へ
た
で
あ
ら
う
、
筆
起
算
レ
氏

の
「
松
亭
．
配
信
の
文
孜
敵
策
．
研
．
九
」
に
於
て
折
角
の
方
没
、
潮
懸
反
省
が
巨
、
、
燈
的

に
冗
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
ぬ
無

　
太
垣
氏
は
阪
世
儒
學
史
上
に
於
け
る
膏
鈎
の
講
義
ほ
、
中
世
的
擁
…
．
統
を
打

　　　メ

τ1覇

破
し
て
、
文
藩
復
興
ハ
期
の
源
流
を
な
し
た
鮎
に
あ
る
が
、
彼
が
亭
理
の
確
立

岩
と
し
て
よ
り
は
、
写
ろ
攣
的
態
度
の
、
広
．
£
者
と
し
て
こ
の
榮
蹴
㌦
に
輿
っ
て

み
る
と
す
る
観
覧
に
立
っ
て
」
「
噛
昌
講
演
窩
の
秘
的
態
度
」
ゆ
ゲ
堂
々
と
爆
ぜ

ら
れ
た
．
叉
彼
の
円
擁
．
掘
績
に
陥
る
こ
と
の
な
い
…
汎
．
紅
準
的
立
場
を
｛
．
迦
べ
、

か
－
、
る
鷲
ぎ
駒
態
渡
は
L
諾
出
よ
り
も
管
、
了
ろ
　
松
・
即
製
圧
に
醸
搾
へ
ら
瞑
れ
た
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
の
も
餓
聴
に
要
す
る
と
患
誌

　
合
理
、
慨
硫
k
的
な
コ
爾
を
鐵
、
晒
し
た
黒
具
の
設
、
襲
が
、
三
木
入
の
葎
随
．
煙
．
解

の
藁
地
・
．
」
な
っ
た
こ
と
は
識
し
も
疑
ふ
所
．
で
は
な
い
が
、
蘭
島
と
掃
學
と
の

交
渉
に
つ
い
て
、
具
法
的
な
考
察
を
め
君
＼
ら
さ
れ
た
板
澤
氏
8
2
．
｛
窪
田
陥
W
労
作

は
高
く
．
㎡
縫
さ
る
べ
き
で
あ
ら
・
り
。
ぐ
灘
肖
阜
政
策
に
就
い
て
は
、
浦
た
に
・

渡
見
さ
れ
た
「
九
生
庸
編
』
の
．
情
木
に
擦
っ
て
、
幕
府
が
こ
の
謬
蓮
事
叢
に
意

外
の
諏
…
意
を
示
し
て
み
る
こ
と
を
窯
へ
ら
れ
た

　
新
…
帯
ド
同
黒
瓜
、
儒
齢
Ψ
の
、
丈
と
糊
浬
が
・
孔
た
惣
堀
窩
に
翻
聾
化
す
る
儒
置
r
が
、
　
サ
で
れ
幻
、
・
．
刷

に
如
何
癌
、
⇔
つ
な
が
り
が
あ
り
鷲
勧
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
噛
　
「
耕
馬
の

儒
μ
ご
を
借
る
こ
と
は
こ
の
開
題
を
解
く
一
つ
の
罐
で
あ
る
　
饒
に
狛
立
の

．
、
湛
構
え
を
見
せ
た
．
篇
亭
が
、
ボ
一
睡
の
地
薩
屋
に
牛
．
長
し
、
．
瀞
・
．
巳
島
津
氏
の
政

治
に
諮
び
つ
け
ら
れ
て
る
た
の
で
・
み
つ
が
、
・
で
の
罫
嚢
を
憲
．
．
控
た
，
廓
致
を
理

て
解
．
雌
さ
れ
た
山
　
同
氏
の
、
声
望
も
必
”
漠
の
・
も
の
で
あ
ら
7

　
以
上
患
ひ
の
総
に
甚
だ
散
漫
轟
、
砿
紹
介
に
吹
、
つ
た
が
、
蕪
に
鋤
れ
る
こ
と
の

出
撃
な
か
っ
た
．
管
、
、
b
も
何
等
か
の
意
味
で
凶
，
、
界
ヘ
ゾ
ラ
ス
を
．
贈
っ
て
み
る
に

蒲
違
な
く
、
儒
コ
．
駅
研
究
に
志
す
漕
が
必
ず
く
壁
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
門
と
し

て
、
永
，
．
、
急
に
斥
へ
立
つ
で
あ
ら
う
。
（
諸
々
左
交
千
百
四
十
九
．
頁
、
挿
入
算
眞

隅
＋
受
ド
琳
、
　
鮭
翻
胴
渡
，
、
ε
燐
．
く
．
∬
、
定
．
猷
七
魁
ム
全
野
』
．
〔
藤
井
伸
明
）
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